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本書は,長年鉱物資源の調査研究に携わってきた著者

が,その専門家としての視点から,世界的に進行中の資

源濫費の傾向に対し,世に問うたr資源論｣である､

第1章で地球について述べているが,地球上の諸現象

から現在の認識に至る過程を簡潔に整理Lた地学史概論

とたっている.第2章では鉱物資源の生成を扱い,鉱床

学の発達史,研究手段から近年の研究成果にも触れてい

る.第3章は鉱物資源の偏在とその探査活動を扱ってい

るが,ここでは著者の専門であったクロｰム鉱床探査に

力点があり,トルコ共和国での経験にも触れられてい

る･この第2及び3章は,著者の豊富な実践的調査研究

に根ざした含蓄のある記述にたっており,読み物として

も面白い.第4章は地球規模での鉱物資源の危機的状況

について問題点を指摘し,終章でこれを緩め,人類の存

亡に係わる問題としての対処の方向が著者の主張として

述べられている.

1990年11月号

本書は,平易な表現で書かれていて読みやすく二一般

むけ普及書としても良いが,大学生の一般教養向げ読本

として最適であろう.文中の専門用語については,欄外

に読みやすい形で解説が加えられ,引用された文献の主

だものについては,巻末に整理されており,より詳細た

学習に対して親切た配慮がだされている.

しかし.本書の特徴は地球科学の広い分野の問題のポｰ

イントを要領良く抽出し,これを学間の発達過程に位置

付けて解説していることで,これは,専門家にとっても,

自らをブラッシュアップするのに文とたい通書とたって

いることにある.更に,地球規模で資源問題を考える

時,今,何が必要とされているのかを訴える警世の善と

も在っている点は類書に見られない特徴であろう.

なお,本書の表紙を飾る色刷り写真のオブジェは,地

質調査所の100周年記念に作られたものであり,元所員

である著者の強い希望で使用されることになったとのこ

とである.また,講入しやすい価格の設定は,若い人達

に対する著者と出版杜の配慮でもあろうか.
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